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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の信号線を有し、前記複数の信号線へ入力された各信号であって、それぞれ第１電
圧または前記第１電圧よりも小さい第２電圧の２値の信号である各信号に応じた画像を表
示する液晶表示部と、
　前記液晶表示部における第１側端に接続され、前記複数の信号線へ信号を入力可能な第
１配線群と、
　前記液晶表示部における前記第１側端と異なる第２側端に接続され、前記複数の信号線
へ信号を入力可能な第２配線群と、
　前記複数の信号線のそれぞれについて、前記液晶表示部によって表示する画像データに
応じて、前記信号線へ入力すべき信号が前記第１電圧である場合は前記入力すべき信号を
前記第１配線群に含まれる配線により前記信号線へ入力し、前記入力すべき信号が前記第
２電圧である場合は前記入力すべき信号を前記第２配線群に含まれる配線により前記信号
線へ入力する振り分けを行う駆動部と、
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１電圧と前記第２電圧とは、極性が異なる
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、前記複数の信号線のそれぞれについて、
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　前記信号線へ入力すべき信号が前記第１電圧である場合に前記第１配線群に含まれる配
線により前記第１電圧の信号を前記信号線へ出力し、前記信号線へ入力すべき信号が前記
第２電圧である場合にハイインピーダンスとなる第１スイッチと、
　前記信号線へ入力すべき信号が前記第２電圧である場合に前記第２配線群に含まれる配
線により前記第２電圧の信号を前記信号線へ出力し、前記信号線へ入力すべき信号が前記
第１電圧である場合にハイインピーダンスとなる第２スイッチと、
　を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記複数の信号線のそれぞれについての前記第１スイッチは、前記駆動部において前記
複数の信号線のそれぞれについての前記第２スイッチが設けられる領域よりも前記液晶表
示部の前記第１側端に近い領域に設けられ、
　前記複数の信号線のそれぞれについての前記第２スイッチは、前記駆動部において前記
複数の信号線のそれぞれについての前記第１スイッチが設けられる領域よりも前記液晶表
示部の前記第２側端に近い領域に設けられる、
　ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置において、液晶駆動回路からマトリクス型表示部へパラレルに画像
データを伝送する構成における信号線からの放射や同時変化による電磁妨害を低減するた
めに、パラレルに伝送される画像データの同一極性への同時変化が少なくなるように画像
データを符号化する技術が知られている（たとえば、下記特許文献１参照。）。
【０００３】
　また、ＬＣＯＳ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）などの空間
光変調器によって変調した信号光を光情報記憶媒体に照射してホログラムを形成すること
で情報信号を記憶するホログラフィックメモリが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３２４９６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、たとえば上述した従来技術のように、同一極性への同時変化が少なくな
るように画像データを符号化する技術では、画像データの符号化および復号化によって、
液晶表示部へ入力される画像データが遅延し、液晶表示部における表示の遅延が大きくな
る等の問題がある。
【０００６】
　一方、同一極性への同時変化が少なくなるように画像データを符号化しない構成では、
駆動部から液晶表示部へパラレルに伝送される信号間の干渉によるノイズが大きくなる。
このため、液晶表示部における表示の精度が低下するという問題がある。
【０００７】
　本発明は、上述した従来技術による問題点を解消するため、表示の遅延を抑えつつ表示
の精度を向上させることができる表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明にかかる表示装置は、複数の信号
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線を有し、前記複数の信号線へ入力された各信号に応じた画像を表示する液晶表示部と、
前記液晶表示部における第１側端に接続され、前記複数の信号線へ信号を入力可能な第１
配線群と、前記液晶表示部における前記第１側端と異なる第２側端に接続され、前記複数
の信号線へ信号を入力可能な第２配線群と、前記複数の信号線のそれぞれについて、前記
信号線へ入力すべき信号が第１電圧である場合は前記入力すべき信号を前記第１配線群に
含まれる配線により前記信号線へ入力し、前記入力すべき信号が前記第１電圧よりも小さ
い第２電圧である場合は前記入力すべき信号を前記第２配線群に含まれる配線により前記
信号線へ入力する駆動部と、を備える。
【０００９】
　これにより、液晶表示部へパラレルに伝送される各信号について、同一極性への同時変
化が少なくなるように符号化しなくても、信号間の干渉によるノイズを抑えることができ
る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、表示の遅延を抑えつつ表示の精度を向上させることができるという効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施の形態にかかる表示装置の一例を示す図である。
【図２】図２は、実施の形態にかかる液晶表示部の構成の一例を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態にかかるカラムドライバ・セレクタの構成の一例を示す図で
ある。
【図４】図４は、実施の形態にかかるアナログスイッチ回路の構成の一例を示す図である
。
【図５】図５は、液晶表示部へ入力される駆動電圧の波形の一例を示す図である。
【図６】図６は、液晶表示部における画素の変化の一例を示す図（その１）である。
【図７】図７は、液晶表示部における画素の変化の一例を示す図（その２）である。
【図８】図８は、実施の形態にかかる液晶表示装置の他の例を示す図である。
【図９】図９は、実施の形態にかかる液晶表示装置のさらに他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に図面を参照して、本発明にかかる表示装置の実施の形態を詳細に説明する。
【００１３】
（実施の形態）
（実施の形態にかかる表示装置）
　図１は、実施の形態にかかる表示装置の一例を示す図である。図１に示すように、実施
の形態にかかる表示装置１００は、液晶表示部１１０と、パッド１２１と、ロードライバ
１３０と、カラムドライバ・セレクタ１４１と、制御回路１６０と、を備える。
【００１４】
　液晶表示部１１０は、複数の信号線および複数の走査線を有し、複数の信号線および複
数の走査線の交差に対応してマトリクス状に画素が配置される液晶パネルである。また、
液晶表示部１１０は、複数の信号線および複数の走査線へ入力された各信号に応じた画像
を、マトリクス状の各画素により表示する。
【００１５】
　たとえば、液晶表示部１１０には、ＬＣＯＳ等の液晶パネルを用いることができる。図
１に示す例では、液晶表示部１１０における列方向のカラム（Ｃｏｌｕｍｎ）ラインが信
号線であり、液晶表示部１１０における行方向のロー（Ｒｏｗ）ラインが走査線である。
図１においては、液晶表示部１１０の信号線を点線で示し、液晶表示部１１０の走査線に
ついては図示していない。たとえば、液晶表示部１１０における信号線１５０は、液晶表
示部１１０における図面上の最も左側（第１列）の信号線である。
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【００１６】
　液晶表示部１１０の各列の信号線は、それぞれ液晶表示部１１０の両側（図面上の上下
）に電極を有する。以下の説明において、液晶表示部１１０における図面上の上方の側端
（第１側端）を単に液晶表示部１１０の上方の側端と称する。液晶表示部１１０の上方の
側端は、液晶表示部１１０の上方の一辺（端部）である。また、液晶表示部１１０におけ
る図面上の下方の側端（第２側端）を単に液晶表示部１１０の下方の側端と称する。液晶
表示部１１０の下方の側端は、液晶表示部１１０の下方の一辺（端部）である。
【００１７】
　液晶表示部１１０の上方の側端には第１データ配線群１０１（第１配線群）が接続され
ており、液晶表示部１１０の各列の信号線に対して第１データ配線群１０１からデータ信
号を入力可能である。後述するように、第１データ配線群１０１は、液晶表示部１１０の
信号線へ入力されるデータ信号の電圧が“Ｈ”である場合に使用される配線群である。
【００１８】
　また、液晶表示部１１０の下方の側端には第２データ配線群１０２（第２配線群）が接
続されており、液晶表示部１１０の各列の信号線に対して第２データ配線群１０２からも
信号を入力可能である。後述するように、第２データ配線群１０２は、液晶表示部１１０
の信号線へ入力されるデータ信号の電圧が“Ｌ”である場合に使用される配線群である。
“Ｌ”は、“Ｈ”よりも低い電圧である。また、“Ｈ”および“Ｌ”とは極性が異なって
もよい。
【００１９】
　第１データ配線群１０１および第２データ配線群１０２のそれぞれは、複数のデータ信
号をパラレルで（並行して）伝送可能な配線群である。一例としては、第１データ配線群
１０１および第２データ配線群１０２は、液晶パネルにＬＣＯＳを用いた場合、シリコン
基板に作りこんだアルミニウム配線により実現することができる。
【００２０】
　たとえば、液晶表示部１１０における第１列の信号線１５０は、液晶表示部１１０の上
方の側端に電極１５１を有し、液晶表示部１１０の下方の側端に電極１５２を有する。電
極１５１は、第１データ配線群１０１に含まれる配線に接続されている。電極１５２は、
第２データ配線群１０２に含まれる配線に接続されている。
【００２１】
　電極１５１，１５２はともに信号線１５０に接続されているため、信号線１５０に対す
るデータ信号を電極１５１，１５２のいずれから入力しても同様の表示結果が得られる。
液晶表示部１１０の具体的な構成については後述する（たとえば図２参照）。
【００２２】
　パッド１２１には、制御回路１６０から、液晶表示部１１０に画像を表示させるための
各信号が入力される。パッド１２１は、入力された各信号に含まれるロードライバ１３０
への制御信号を、制御配線群１０３を介してロードライバ１３０へ出力する。制御配線群
１０３は、一例としては、上述した配線群と同様にアルミニウム配線により実現すること
ができる。また、パッド１２１は、入力された各信号に含まれるカラムドライバ・セレク
タ１４１へのデータ信号および制御信号をカラムドライバ・セレクタ１４１へ出力する。
【００２３】
　ロードライバ１３０は、液晶表示部１１０の行（Ｒｏｗ）ごとに設けられた走査線の電
極のいずれかに信号を入力することにより、液晶表示部１１０における書き換え対象の行
を設定する。また、ロードライバ１３０は、液晶表示部１１０における書き換え対象の行
を、パッド１２１から出力された制御信号に基づいて切り替える。
【００２４】
　カラムドライバ・セレクタ１４１は、パッド１２１から出力された各データ信号を、液
晶表示部１１０の列（Ｃｏｌｕｍｎ）ごとに設けられた信号線の電極に入力することによ
り、液晶表示部１１０に対して各列の書き換えを指示する駆動部である。このとき、実際
に書き換えられる液晶表示部１１０の画素は、ロードライバ１３０によって書き換え対象
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として設定された行における各列の画素である。
【００２５】
　カラムドライバ・セレクタ１４１による各データ信号の入力は、パッド１２１から出力
された制御信号によって制御される。また、カラムドライバ・セレクタ１４１は、各デー
タ信号を液晶表示部１１０へ入力するタイミングを調整する同期処理等を行う。カラムド
ライバ・セレクタ１４１の構成については後述する（たとえば図３参照）。
【００２６】
　また、カラムドライバ・セレクタ１４１は、液晶表示部１１０の各列の信号線について
、入力するデータ信号の電圧によって、液晶表示部１１０の各列に対してデータ信号を入
力する電極を切り替える。データ信号の電圧は、たとえば“Ｈ”（Ｈｉｇｈ）および“Ｌ
”（Ｌｏｗ）である。
【００２７】
　たとえば、カラムドライバ・セレクタ１４１は、信号線１５０へ入力するデータ信号が
“Ｈ”である場合は第１データ配線群１０１を用いて電極１５１から信号線１５０へデー
タ信号を入力する。また、カラムドライバ・セレクタ１４１は、信号線１５０へ入力する
データ信号が“Ｌ”である場合は第２データ配線群１０２を用いて電極１５２から信号線
１５０へデータ信号を入力する。
【００２８】
　また、液晶表示部１１０の各列のうちの信号線１５０とは異なる各列の信号線について
も同様に、カラムドライバ・セレクタ１４１は、入力するデータ信号が“Ｈ”（第１電圧
）である場合は第１データ配線群１０１を用いて液晶表示部１１０の上方の側端からデー
タ信号を入力し、入力するデータ信号が“Ｌ”（第２電圧）である場合は第２データ配線
群１０２を用いて液晶表示部１１０の下方の側端からデータ信号を入力する。
【００２９】
　このように、表示装置１００は、液晶表示部１１０の各信号線に対して、“Ｈ”のデー
タ信号を入力する場合は第１データ配線群１０１に含まれる配線を使用し、“Ｌ”のデー
タ信号を入力する場合は第２データ配線群１０２に含まれる配線を使用する。
【００３０】
　これにより、第１データ配線群１０１においては、“Ｈ”のデータ信号のみが伝送され
、“Ｈ”のデータ信号と“Ｌ”のデータ信号とが混在しないため、データ信号間（配線間
）の干渉によるノイズを抑えることができる。同様に、第２データ配線群１０２において
は、“Ｌ”のデータ信号のみが伝送され、“Ｈ”のデータ信号と“Ｌ”のデータ信号とが
混在しないため、データ信号間の干渉によるノイズを抑えることができる。
【００３１】
　また、第１データ配線群１０１は液晶表示部１１０の上方の側端に接続され、第２デー
タ配線群１０２は液晶表示部１１０の下方の側端に接続されている。したがって、少なく
とも液晶表示部１１０の付近においては、第１データ配線群１０１および第２データ配線
群１０２は互いに離れて設けられる。これにより、第１データ配線群１０１と第２データ
配線群１０２との間の干渉によるノイズを抑えることができる。
【００３２】
　このため、表示装置１００によれば、液晶表示部１１０へパラレルに伝送される各信号
について、データ信号間の干渉によるノイズを抑え、液晶表示部１１０における表示の精
度を向上させることができる。たとえば、所望のデータが表示されないなどの液晶表示部
１１０における表示不良を抑制することができる。
【００３３】
　たとえば、一般的に、ＬＣＯＳ等の液晶表示部が大型化するほど、駆動部から液晶表示
部までのパラレル配線が長くなり、データ信号間の干渉によるノイズが大きくなる。また
、液晶表示部が高解像度になるほど、駆動部から液晶表示部までのパラレル配線の配線間
隔が狭くなり、データ信号間の干渉によるノイズが大きくなる。特に、駆動部から液晶表
示部へ伝送される各データ信号が高周波であると、該各データ信号がデジタル信号であっ
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てもデータ信号間の干渉によるノイズが大きくなる。このため、液晶表示部における表示
の精度が低下する。
【００３４】
　これに対して、表示装置１００によれば、液晶表示部１１０が大画面であったり高解像
度であったりしても、データ信号が“Ｈ”の場合は第１データ配線群１０１を用いて液晶
表示部１１０の上方の側端から該データ信号を入力し、データ信号が“Ｌ”の場合は第２
データ配線群１０２を用いて液晶表示部１１０の下方の側端から該データ信号を入力する
ことができる。このため、隣り合うデータ信号間の電圧に差が生じることがなく干渉によ
るノイズを抑えることができる。
【００３５】
　なお、第１データ配線群１０１および第２データ配線群１０２は、互いに離れている部
分が多いほど互いの干渉によるノイズを抑えることができる。このため、図１に示すよう
に、第１データ配線群１０１はカラムドライバ・セレクタ１４１に近い部分から図面上の
上方に向かって配置し、第２データ配線群１０２はカラムドライバ・セレクタ１４１に近
い部分から図面上の下方に向かって配置することが好ましい。
【００３６】
　また、表示装置１００によれば、パラレルに伝送される各データ信号の同一極性への同
時変化が少なくなるように画像データを符号化しなくても、データ信号間の干渉によるノ
イズを抑えることができる。このため、表示装置１００によれば、パラレルに伝送される
各データ信号の同一極性への同時変化を少なくするための符号化および復号化による各デ
ータ信号の遅延を回避し、液晶表示部１１０における表示の遅延（たとえばリアルタイム
性の低下）を回避することができる。
【００３７】
　また、表示装置１００によれば、パラレルに伝送される各データ信号の同一極性への同
時変化を少なくするための符号化および復号化を行うための符号化回路および復号化回路
を設けなくても、データ信号間の干渉によるノイズを抑えることができる。このため、装
置の大型化（チップ面積の増大）や消費電流の増加を回避することができる。
【００３８】
　なお、ロードライバ１３０と液晶表示部１１０との間の各配線（ローライン）において
は、液晶表示部１１０の各行のうちの書き換え対象を指示するためのものであり、複数の
信号がパラレルに伝送されるものではないため、信号線間の干渉はない。
【００３９】
　また、図１に示す構成において、第１データ配線群１０１および第２データ配線群１０
２に含まれる各配線は、長さを揃えたり太さを調整したりすることにより、伝送特性がほ
ぼ同一になるように形成されてもよい。これにより、液晶表示部１１０へ入力される各デ
ータ信号の品質を均一化し、液晶表示部１１０の表示品質を向上させることができる。
【００４０】
　図１に示した表示装置１００は、液晶表示部１１０を用いて画像を表示する表示装置で
あるが、液晶表示部１１０を用いて光を空間変調する空間光変調装置としての側面を有す
る。たとえば、画像を光情報記憶媒体に照射してホログラムを形成することで情報を記憶
するホログラフィックメモリにおいて、光を空間変調することによって画像を生成する空
間光変調装置として表示装置１００を用いることができる。ただし、表示装置１００は、
ホログラフィックメモリに限らず、たとえばプロジェクタや電子式ビューファインダ等に
も適用可能である。
【００４１】
（実施の形態にかかる液晶表示部の構成）
　図２は、実施の形態にかかる液晶表示部の構成の一例を示す図である。図１に示した液
晶表示部１１０は、たとえば、図２に示すようにｎ×ｎの画素を有する構成とすることが
できる。ｎは２以上の自然数である。一例としてはｎ＝２１００とすることができる。図
２に示す液晶表示部１１０は、具体的には、画素２１１～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，
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２ｎ１～２ｎｎと、電極ＶＣＯＭと、電極ＣＯＭ＿１～ＣＯＭ＿ｎと、電極ＳＥＧ－Ｈ＿
１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎと、電極ＳＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－Ｌ＿ｎと、を備える。
【００４２】
　画素２１１～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，２ｎ１～２ｎｎは、ｎ×ｎのマトリクス状
に設けられた各画素である。電極ＶＣＯＭには、液晶表示部１１０の駆動電圧が入力され
る。電極ＶＣＯＭへ入力された駆動電圧は画素２１１～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，２
ｎ１～２ｎｎへ供給される。電極ＣＯＭ＿１～ＣＯＭ＿ｎは、液晶表示部１１０の行ごと
に設けられたｎ個の電極であって、液晶表示部１１０のｎ本の走査線の各電極である。
【００４３】
　電極ＳＥＧ－Ｈ＿１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎは、液晶表示部１１０の上方の側端に、液晶表示
部１１０の列ごとに設けられたｎ個の電極である。すなわち、電極ＳＥＧ－Ｈ＿１～ＳＥ
Ｇ－Ｈ＿ｎは、液晶表示部１１０のｎ本の信号線の各電極である。たとえば、電極ＳＥＧ
－Ｈ＿１は図１に示した電極１５１に対応する。
【００４４】
　電極ＳＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－Ｌ＿ｎは、液晶表示部１１０における電極ＳＥＧ－Ｈ＿
１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎが設けられた側端とは反対側の側端（下方の側端）に、液晶表示部１
１０の列ごとに設けられたｎ個の電極である。すなわち、電極ＳＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－
Ｌ＿ｎは、液晶表示部１１０のｎ本の信号線の各電極である。たとえば、電極ＳＥＧ－Ｌ
＿１は図１に示した電極１５２に対応する。
【００４５】
　つぎに、画素２１１～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，２ｎ１～２ｎｎのうちの画素２１
１の構成について説明するが、その他の画素２１２～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，２ｎ
１～２ｎｎの構成についても同様である。画素２１１は、トランジスタ２０１と、コンデ
ンサ２０２と、液晶セル２０３と、を備える。
【００４６】
　トランジスタ２０１は、たとえばＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
：薄膜トランジスタ）により実現することができる。トランジスタ２０１のゲートは電極
ＣＯＭ＿１に接続されている。トランジスタ２０１のソース（またはドレイン）は電極Ｓ
ＥＧ－Ｈ＿１，ＳＥＧ－Ｌ＿１に接続されている。トランジスタ２０１のドレイン（また
はソース）はコンデンサ２０２に接続されている。
【００４７】
　コンデンサ２０２は、電荷蓄積用のコンデンサである。コンデンサ２０２の一端はトラ
ンジスタ２０１のドレイン（またはソース）および液晶セル２０３に接続されている。コ
ンデンサ２０２の他端は接地されている。液晶セル２０３の一端はトランジスタ２０１の
ドレイン（またはソース）およびコンデンサ２０２に接続されている。液晶セル２０３の
他端は電極ＶＣＯＭに接続されている。液晶セル２０３にはたとえば強誘電性液晶を用い
ることができる。
【００４８】
　図２に示した構成により、液晶表示部１１０は、電極ＳＥＧ－Ｈ＿１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎ
または電極ＳＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－Ｌ＿ｎ（複数の信号線）と、電極ＣＯＭ＿１～ＣＯ
Ｍ＿ｎ（走査線）と、へ入力された各信号に応じた画像を画素２１１～２１ｎ，２２１～
２２ｎ，…，２ｎ１～２ｎｎにより表示することができる。
【００４９】
（実施の形態にかかるカラムドライバ・セレクタの構成）
　図３は、実施の形態にかかるカラムドライバ・セレクタの構成の一例を示す図である。
図１に示したカラムドライバ・セレクタ１４１は、たとえば、図３に示すように、データ
入力端子３１１～３１ｎと、制御信号入力端子３２１，３２２と、制御信号生成部３３０
と、データバッファ部３４０と、データラッチ部３５０と、アナログスイッチ回路３６０
と、データ出力端子３７１～３７ｎ，３８１～３８ｎと、を備える。
【００５０】
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　データ入力端子３１１～３１ｎは、液晶表示部１１０における各列の信号線に対応して
設けられたｎ本の端子である。データ入力端子３１１～３１ｎには、パッド１２１からカ
ラムドライバ・セレクタ１４１へ出力された信号のうちの、液晶表示部１１０における各
列の信号線に対応する各データ信号が入力される。データ入力端子３１１～３１ｎは、入
力された各データ信号をデータバッファ部３４０へ出力する。
【００５１】
　制御信号入力端子３２１，３２２には、パッド１２１からカラムドライバ・セレクタ１
４１へ出力された信号のうちの制御信号が入力される。制御信号入力端子３２１，３２２
は、入力された各制御信号を制御信号生成部３３０へ出力する。
【００５２】
　制御信号生成部３３０は、制御信号入力端子３２１，３２２から出力された各制御信号
に基づいて、データバッファ部３４０およびデータラッチ部３５０を制御する各制御信号
を生成する。そして、制御信号生成部３３０は、生成した各制御信号をそれぞれデータバ
ッファ部３４０およびデータラッチ部３５０へ出力する。
【００５３】
　データバッファ部３４０は、制御信号生成部３３０からの制御信号に基づいて、データ
入力端子３１１～３１ｎから出力されたｎ本のデータ信号を一時的に格納する。データラ
ッチ部３５０は、制御信号生成部３３０からの制御信号に基づいて、データバッファ部３
４０によって一時的に格納されたｎ本のデータ信号をラッチする。そして、データラッチ
部３５０は、ラッチしたｎ本のデータ信号を、液晶表示部１１０の第１列～第ｎ列に対応
する各データ信号としてアナログスイッチ回路３６０へ出力する。データバッファ部３４
０およびデータラッチ部３５０により、液晶表示部１１０の第１列～第ｎ列に対応する各
データ信号を液晶表示部１１０へ入力するタイミングを調整することができる。
【００５４】
　アナログスイッチ回路３６０は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１～，…およびアナログ
スイッチＴＧ－Ｌ＿１，…を備える。アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１～，…は、液晶表示
部１１０の各信号線に対応して設けられたｎ個の第１スイッチである。アナログスイッチ
ＴＧ－Ｌ＿１，…は、液晶表示部１１０の各信号線に対応して設けられたｎ個の第２スイ
ッチである。アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１～，…，ＴＧ－Ｌ＿１，…のそれぞれは、た
とえばＴＦＴなどによって実現可能なトランスミッションゲートである。
【００５５】
　また、アナログスイッチ回路３６０は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１～，…，ＴＧ－
Ｌ＿１，…を用いて、データラッチ部３５０から出力された第１列～第ｎ列に対応するデ
ータ信号のそれぞれを、電圧に応じてデータ出力端子３７１～３７ｎおよびデータ出力端
子３８１～３８ｎのいずれかへ振り分けて出力する。
【００５６】
　アナログスイッチ回路３６０の具体的な構成については後述するが（たとえば図４参照
）、ここではデータラッチ部３５０から出力された第１列に対応するデータ信号の振り分
けについて説明する。アナログスイッチ回路３６０は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１，
ＴＧ－Ｌ＿１を用いて、データラッチ部３５０から出力された第１列に対応するデータを
、該データの値が“Ｈ”であればデータ出力端子３７１へ出力し、該データの値が“Ｌ”
であればデータ出力端子３８１へ出力する。
【００５７】
　データ出力端子３７１～３７ｎは、それぞれ液晶表示部１１０の上方の側端における電
極ＳＥＧ－Ｈ＿１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎに対応して設けられたｎ本の端子である。データ出力
端子３７１～３７ｎは、アナログスイッチ回路３６０から出力された“Ｈ”のデータ信号
を、図１に示した第１データ配線群１０１を介して、それぞれ液晶表示部１１０の電極Ｓ
ＥＧ－Ｈ＿１～ＳＥＧ－Ｈ＿ｎへ出力する。
【００５８】
　データ出力端子３８１～３８ｎは、それぞれ液晶表示部１１０の下方の側端における電
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極ＳＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－Ｌ＿ｎに対応して設けられたｎ本の端子である。データ出力
端子３８１～３８ｎは、アナログスイッチ回路３６０から出力された“Ｌ”のデータ信号
を、図１に示した第２データ配線群１０２を介して、それぞれ液晶表示部１１０の電極Ｓ
ＥＧ－Ｌ＿１～ＳＥＧ－Ｌ＿ｎへ出力する。
【００５９】
（実施の形態にかかるアナログスイッチ回路の構成）
　図４は、実施の形態にかかるアナログスイッチ回路の構成の一例を示す図である。図４
において、図３に示した部分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する
。図３に示したアナログスイッチ回路３６０は、たとえば、図４に示すように、ｎ個のア
ナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１，…と、ｎ個のアナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１，…と、否定
回路４１１～４１ｎと、電源ＶＤＤと、グランドＧＮＤと、を備える。
【００６０】
　たとえば、アナログスイッチ回路３６０へ入力された、液晶表示部１１０の第１列に対
応するデータ信号は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１および否定回路４１１のそれぞれへ
入力される。アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１は、電源ＶＤＤとデータ出力端子３７１との
間に設けられている。そして、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１は、入力されたデータ信号
が“Ｈ”である場合はオンとなって電源ＶＤＤとデータ出力端子３７１との間を接続する
。また、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１は、入力されたデータ信号が“Ｌ”である場合は
オフとなって電源ＶＤＤとデータ出力端子３７１との間を切断する。
【００６１】
　これにより、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号が
“Ｈ”である場合は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１からデータ出力端子３７１へデータ
信号として“Ｈ”が出力される。また、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列
に対応するデータ信号が“Ｌ”である場合は、アナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１はハイイン
ピーダンスとなる。
【００６２】
　否定回路４１１は、入力されたデータ信号を反転させてアナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１
へ出力する。アナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１は、グランドＧＮＤとデータ出力端子３８１
との間に設けられている。そして、アナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１は、入力されたデータ
信号が“Ｈ”である場合はオンとなってグランドＧＮＤとデータ出力端子３８１との間を
接続する。また、アナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１は、入力されたデータ信号が“Ｌ”であ
る場合はオフとなってグランドＧＮＤとデータ出力端子３８１との間を切断する。
【００６３】
　これにより、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号が
“Ｈ”である場合は、アナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１はハイインピーダンスとなる。また
、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号が“Ｌ”である
場合は、アナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１からデータ出力端子３８１へデータ信号として“
Ｌ”が出力される。
【００６４】
　したがって、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号が
“Ｈ”である場合は、データ出力端子３７１から液晶表示部１１０の電極ＳＥＧ－Ｈ＿１
へ“Ｈ”のデータ信号が出力され、データ出力端子３８１から液晶表示部１１０の電極Ｓ
ＥＧ－Ｌ＿１へはデータ信号が出力されない。
【００６５】
　また、アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号が“Ｌ”
である場合は、データ出力端子３８１から液晶表示部１１０の電極ＳＥＧ－Ｌ＿１へ“Ｌ
”のデータ信号が出力され、データ出力端子３７１から液晶表示部１１０の電極ＳＥＧ－
Ｈ＿１へはデータ信号が出力されない。
【００６６】
　アナログスイッチ回路３６０へ入力された第１列に対応するデータ信号と同様に、アナ
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ログスイッチ回路３６０へ入力された第２列～第ｎ列のデータ信号は、それぞれアナログ
スイッチＴＧ－Ｈ＿２，…および否定回路４１２～４１ｎへ入力される。そして、第１列
に対応するデータ信号と同様に、第２列～第ｎ列のデータ信号は、“Ｈ”である場合はそ
れぞれデータ出力端子３７２～３７ｎから出力され、“Ｌ”である場合はそれぞれデータ
出力端子３８２～３８ｎから出力される。
【００６７】
　図４に示した構成により、液晶表示部１１０の信号線へ入力すべきデータ信号が“Ｈ”
の場合は第１データ配線群１０１を用いて液晶表示部１１０の上方の側端から該データ信
号を入力することができる。また、液晶表示部１１０の信号線へ入力すべきデータ信号が
“Ｌ”の場合は第２データ配線群１０２を用いて液晶表示部１１０の下方の側端から該デ
ータ信号を入力することができる。
【００６８】
　また、図３，図４に示したように、第１データ配線群１０１に接続されたアナログスイ
ッチＴＧ－Ｈ＿１～，…は、カラムドライバ・セレクタ１４１におけるアナログスイッチ
ＴＧ－Ｌ＿１，…が設けられる領域よりも、液晶表示部１１０の上方の側端に近い領域（
図面上の上半分の領域）に設けられる。
【００６９】
　また、第２データ配線群１０２に接続されたアナログスイッチＴＧ－Ｌ＿１，…は、カ
ラムドライバ・セレクタ１４１におけるアナログスイッチＴＧ－Ｈ＿１～，…が設けられ
る領域よりも、液晶表示部１１０の下方の側端に近い領域（図面上の下半分の領域）に設
けられる。
【００７０】
　これにより、カラムドライバ・セレクタ１４１（駆動部）の付近においても、第１デー
タ配線群１０１および第２データ配線群１０２を互いに離して設けることができる。この
ため、第１データ配線群１０１および第２データ配線群１０２のうちの互いに離れている
部分を多くし、データ信号間の干渉によるノイズをより抑えることができる。
【００７１】
（液晶表示部へ入力される駆動電圧の波形）
　図５は、液晶表示部へ入力される駆動電圧の波形の一例を示す図である。図５において
、横方向は時間を示し、縦方向は電圧を示す。期間Ｆ１，Ｆ２は互いに連続する期間であ
る。駆動波形５０１，５０２は、それぞれ図２に示した液晶表示部１１０の電極ＣＯＭ＿
１，ＣＯＭ＿２へ入力される各信号（駆動電圧）の波形である。Ｖｇは、液晶表示部１１
０の各画素のゲートへ入力されるゲート電圧を示す。一例としては、Ｖｇは５［Ｖ］とす
ることができる。
【００７２】
　駆動波形５０３，５０４は、それぞれ図２に示した液晶表示部１１０の電極ＳＥＧ－Ｈ
＿１，ＳＥＧ－Ｈ＿２へ入力される各信号（駆動電圧）の波形である。駆動波形５０５，
５０６は、それぞれ図２に示した液晶表示部１１０の電極ＳＥＧ－Ｌ＿１，ＳＥＧ－Ｌ＿
２へ入力される各信号（駆動電圧）の波形である。ＶＳ－Ｈは、ロジック信号のＨ電圧（
第１電圧）である。ＶＳ－Ｌは、ロジック信号のＬ電圧（第２電圧）である。一例として
は、ＶＳ－Ｈを３［Ｖ］、ＶＳ－Ｌを－３［Ｖ］とすることができる。別の例としては、
ＶＳ－Ｈを６［Ｖ］、ＶＳ－Ｌを０［Ｖ］とすることができる。Ｈｉ－Ｚはハイインピー
ダンスを示す。
【００７３】
　駆動波形５０３～５０６における点線部分は、ハイインピーダンス（Ｈｉ－Ｚ）となっ
ている状態を示す。駆動波形５０３，５０５は、ともに液晶表示部１１０の第１列に対応
する信号の波形であるため、常に一方のみがハイインピーダンスの状態となっている。駆
動波形５０４，５０６は、ともに液晶表示部１１０の第２列に対応する信号の波形である
ため、常に一方のみがハイインピーダンスの状態となっている。
【００７４】
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（液晶表示部における画素の変化）
　図６および図７は、液晶表示部における画素の変化の一例を示す図である。図６，図７
は、図２に示した液晶表示部１１０の各画素のうちの画素２１１，２１２，２２１，２２
２を示している。図６，図７は、それぞれ期間Ｆ１，Ｆ２において、図５に示した駆動波
形５０１～５０６が入力された場合における画素２１１，２１２，２２１，２２２の状態
を示している。図５に示した駆動波形５０１～５０６を液晶表示部１１０へ入力すること
により、画素２１１，２１２，２２１，２２２が図６，図７のように変化する。
【００７５】
　期間Ｆ１においては、図６に示すように、画素２１１，２１２，２２１がＳＥＧ－Ｈ＿
１またはＳＥＧ－Ｈ＿２からのＨ電圧（第１電圧）によって明（白）の状態となり、画素
２２２がＳＥＧ－Ｌ＿２からのＬ電圧（第２電圧）によって暗（黒）の状態となっている
。また、期間Ｆ１に続く期間Ｆ２においては、図７に示すように、画素２１１，２２２が
ＳＥＧ－Ｈ＿１またはＳＥＧ－Ｈ＿２からのＨ電圧（第１電圧）によって明（白）の状態
となり、画素２１２，２２１がＳＥＧ－Ｌ＿１またはＳＥＧ－Ｌ＿２からのＬ電圧（第２
電圧）によって暗（黒）の状態となっている。
【００７６】
（実施の形態にかかる液晶表示装置の他の例）
　図８は、実施の形態にかかる液晶表示装置の他の例を示す図である。図８において、図
１に示した部分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する。図１におい
ては液晶表示部１１０の各列の信号線に対して、パッド１２１およびカラムドライバ・セ
レクタ１４１によってデータ信号を入力する構成について説明した。
【００７７】
　図８においては、さらにパッド１２２およびカラムドライバ・セレクタ１４２を表示装
置１００に設ける場合について説明する。この場合に、パッド１２１には、制御回路１６
０から、液晶表示部１１０のうちの図面上の左半分の画素に画像を表示させるための各信
号が入力される。また、パッド１２２には、制御回路１６０から、液晶表示部１１０のう
ちの図面上の右半分の画素に画像を表示させるための各信号が入力される。以下の説明に
おいて、液晶表示部１１０のうちの図面上の左半分の領域を単に液晶表示部１１０の左半
分と称する。また、液晶表示部１１０のうちの図面上の右半分の領域を単に液晶表示部１
１０の右半分と称する。
【００７８】
　第１データ配線群１０１のうちの液晶表示部１１０の左半分の信号線に接続された配線
群は、カラムドライバ・セレクタ１４１に接続される。また、第１データ配線群１０１の
うちの液晶表示部１１０の右半分の信号線に接続された配線群は、カラムドライバ・セレ
クタ１４２に接続される。
【００７９】
　また、第２データ配線群１０２のうちの液晶表示部１１０の左半分の信号線に接続され
た配線群は、カラムドライバ・セレクタ１４１に接続される。また、第２データ配線群１
０２のうちの液晶表示部１１０の右半分の信号線に接続された配線群は、カラムドライバ
・セレクタ１４２に接続される。
【００８０】
　パッド１２１は、上述のように、制御回路１６０から入力された各信号に含まれるカラ
ムドライバ・セレクタ１４１へのデータ信号および制御信号をカラムドライバ・セレクタ
１４１へ出力する。パッド１２２は、パッド１２１と同様に、制御回路１６０から入力さ
れた各信号に含まれるカラムドライバ・セレクタ１４２へのデータ信号および制御信号を
カラムドライバ・セレクタ１４２へ出力する。
【００８１】
　カラムドライバ・セレクタ１４１は、パッド１２１から出力された制御信号に応じて、
パッド１２１から出力されたデータ信号を、液晶表示部１１０の列ごとに設けられた信号
線（液晶表示部１１０の左半分のみ）の電極に入力することにより、液晶表示部１１０の
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左半分の各列の書き換えを指示する。
【００８２】
　カラムドライバ・セレクタ１４２は、パッド１２２から出力された制御信号に応じて、
パッド１２２から出力されたデータ信号を、液晶表示部１１０の列ごとに設けられた信号
線（液晶表示部１１０の右半分のみ）の電極に入力することにより、液晶表示部１１０の
右半分の各列の書き換えを指示する。
【００８３】
　カラムドライバ・セレクタ１４２の構成は、カラムドライバ・セレクタ１４１の構成（
たとえば図３，図４参照）と同様である。ただし、図８に示す構成において、カラムドラ
イバ・セレクタ１４１，１４２のそれぞれが処理するデータ信号の数はｎ／２となり、そ
れに伴い、図３，図４に示したカラムドライバ・セレクタ１４１，１４２の各端子や各ス
イッチの数も半分にすることができる。
【００８４】
　このように、液晶表示部１１０に画像を表示させるための各信号を、パッド１２１およ
びカラムドライバ・セレクタ１４１と、パッド１２２およびカラムドライバ・セレクタ１
４２と、に分割して処理してもよい。このような構成においても、データ信号が“Ｈ”の
場合は第１データ配線群１０１を用いて液晶表示部１１０の上方の側端から該データ信号
を入力し、データ信号が“Ｌ”の場合は第２データ配線群１０２を用いて液晶表示部１１
０の下方の側端から該データ信号を入力することで、データ信号間の干渉によるノイズを
抑えることができる。
【００８５】
　図８においては、液晶表示部１１０の各信号線を、液晶表示部１１０の左半分と右半分
を１：１で分割してそれぞれカラムドライバ・セレクタ１４１とカラムドライバ・セレク
タ１４２に対応させる構成について説明した。ただし、液晶表示部１１０の各信号線の分
割比率は１：１に限らず任意に決定することができる。図９に示す構成についても同様で
ある。
【００８６】
（実施の形態にかかる液晶表示装置のさらに他の例）
　図９は、実施の形態にかかる液晶表示装置のさらに他の例を示す図である。図９におい
て、図８に示した部分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する。図９
に示すように、“Ｈ”のデータ信号を液晶表示部１１０へ伝送する第１データ配線群１０
１のうち、液晶表示部１１０の左半分の信号線に対応する配線群は液晶表示部１１０の上
方の側端に接続され、液晶表示部１１０の右半分の信号線に対応する配線群は液晶表示部
１１０の下方の側端に接続される構成としてもよい。
【００８７】
　また、“Ｌ”のデータ信号を液晶表示部１１０へ伝送する第２データ配線群１０２のう
ち、液晶表示部１１０の左半分の信号線に対応する配線群は液晶表示部１１０の下方の側
端に接続され、液晶表示部１１０の右半分の信号線に対応する配線群は液晶表示部１１０
の上方の側端に接続される構成としてもよい。
【００８８】
　このような構成においても、液晶表示部１１０の左半分の信号線について、データ信号
が“Ｈ”の場合は第１データ配線群１０１を用いて液晶表示部１１０の上方の側端から該
データ信号を入力し、データ信号が“Ｌ”の場合は第２データ配線群１０２を用いて液晶
表示部１１０の下方の側端から該データ信号を入力することで、データ信号間の干渉によ
るノイズを抑えることができる。
【００８９】
　また、液晶表示部１１０の右半分の信号線について、データ信号が“Ｈ”の場合は第１
データ配線群１０１を用いて液晶表示部１１０の下方の側端から該データ信号を入力し、
データ信号が“Ｌ”の場合は第２データ配線群１０２を用いて液晶表示部１１０の上方の
側端から該データ信号を入力することで、データ信号間の干渉によるノイズを抑えること
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【００９０】
　図１，図８，図９に示したように、第１データ配線群１０１および第２データ配線群１
０２の各配線方法についての様々な変形が可能である。
【００９１】
　このように、実施の形態にかかる表示装置１００によれば、液晶表示部１１０へパラレ
ルに伝送される各データ信号について、同一極性への同時変化が少なくなるように符号化
しなくても、データ信号間の干渉によるノイズを抑えることができる。このため、液晶表
示部１１０における表示の遅延を抑えつつ、液晶表示部１１０における表示の精度を向上
させることができる。
【００９２】
　なお、液晶表示部１１０がｎ×ｎの画素を有する構成について説明したが、液晶表示部
１１０がｍ×ｎの画素（ｍ≠ｎ）の画素を有する構成としてもよい。この場合は、たとえ
ば図２に示した電極ＣＯＭ＿１～ＣＯＭ＿ｎに代えて、行ごとのｍ個の電極ＣＯＭ＿１～
ＣＯＭ＿ｍが設けられる。
【００９３】
　以上説明したように、本願発明にかかる表示装置によれば、表示の遅延を抑えつつ表示
の精度を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　以上のように、本発明にかかる表示装置は、ＬＣＯＳなどの液晶パネルを用いて画像を
表示する表示装置に有用であり、特に、画像を光情報記憶媒体に照射してホログラムを形
成することで情報を記憶するホログラフィックメモリに適している。
【符号の説明】
【００９５】
　１００　表示装置
　１０１　第１データ配線群
　１０２　第２データ配線群
　１０３　制御配線群
　１１０　液晶表示部
　１２１，１２２　パッド
　１３０　ロードライバ
　１４１，１４２　カラムドライバ・セレクタ
　１５０　信号線
　１５１，１５２　電極
　１６０　制御回路
　２０１　トランジスタ
　２０２　コンデンサ
　２０３　液晶セル
　２１１～２１ｎ，２２１～２２ｎ，…，２ｎ１～２ｎｎ　画素
　３１１～３１ｎ　データ入力端子
　３２１，３２２　制御信号入力端子
　３３０　制御信号生成部
　３４０　データバッファ部
　３５０　データラッチ部
　３６０　アナログスイッチ回路
　３７１～３７ｎ，３８１～３８ｎ　データ出力端子
　４１１～４１ｎ　否定回路
　５０１～５０６　駆動波形
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摘要(译)

要解决的问题：在抑制显示延迟的同时提高显示精度。 液晶显示单元
（110）具有多条信号线，并显示与输入到多条信号线的每个信号对应的
图像。第一数据线组101连接到液晶显示单元110的第一侧端。第二数据
线组102连接到液晶显示部分110的第二侧端。列驱动器/选择器141根据
要输入到信号线的信号的电压，为液晶显示部分110中的每条信号线选择
第一数据线组101和第二数据线组102中的一个。并将其输入信号线。 点
域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a9fa525e-e273-40f2-93d9-7557c75cf1ab
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/057132177/publication/JP6478745B2?q=JP6478745B2

